





リンピック以降であった。（22 カ国より 567 名、選手


































































































年 1991 1995 1999 2000 2005 2009 2010 2011
初　級 1,022 3,921 10,257 12,235 18,872 18,603 18,706 18,841
中　級 234 360 693 853 1,833 2,138 2,322 2,395
上　級 63 114 255 287 481 560 685 688
合　計 1,319 4,395 11,205 13,375 21,186 21,301 21,713 21,924
（＊ 1991 年から 2011 年 12 月末現在の人数）
写真１. ぎふ清流大会第 12 回障害者スポーツ大会出場
イニシャル 裸耳聴力 　コミュニケーション方法
Ｓ . Ｋ 右　105 dB 左　118 dB 手話・口話によるコミュニケーション
Ｋ . Ｎ 右　100 dB 左　  96 dB 手話・口話・聴覚によるコミュニケーション
Ｙ . Ｍ 右　  75 dB 左　  65 dB 手話・聴覚によるコミュニケーション
Ｍ . Ｙ 右　102 dB 左　101 dB 手話・口話・聴覚によるコミュニケーション
Ｈ . Ｍ 右　  95 dB 左　  78 dB 手話・聴覚によるコミュニケーション
Ｆ . Ｍ 右　  76 dB 左　  73 dB 手話・聴覚によるコミュニケ－ション
Ｅ . Ｍ 右　115 dB 左　117 dB 手話・口話によるコミュニケ－ション
Ｔ . Ｒ 右　  70 dB 左　  73 dB 手話・聴覚によるコミュニケ－ション
Ｉ . Ｙ 右　  90 dB 左　  93 dB 手話・聴覚によるコミュニケ－ション
Ｔ . Ｓ 右　  54 dB 左　  50 dB 聴覚によるコミュニケ－ション
Ｙ . Ｓ 右　  56 dB 左　  58 dB 手話・聴覚によるコミュニケ－ション

















10dB ～ 30dB は、｢ささやき声もよく聞こえる」30dB
～ 50dB は、「小声が聞きにくい」50dB ～ 70dB は、「普
通の声が聞きにくい」70dB ～ 90dB「大きな声でも聞














































































































































































































































































































に返球する。（10 本 1 セット）
②　ボールの数字が奇数なら平行パス、偶数ならセッ





認して打つ。（10 本 2 セット）
②　レシーバーをコートに入れ、レシーバーは前後
に動き、レシーバーの位置を確認し、いない所




























（5 本 2 セット）
②　０～９の数字の内、２つを指で示し、その数を
たして、奇数なら左、偶数なら右へワンステッ




（5 本 2 セット）
④　０～９の数字の内、２つを指で示し、その数を掛
けて、掛けた数が、奇数なら右、偶数なら左へワ
ンステップしてブロックをする。（5 本 2 セット）
表 9. ブロックの練習内容
　写真 14 は、レシーバーをコートに入れ、レシーバー
は前後左右に動く、アタッカーはレシーバーの動き・位
置を確認し、いない所にスパイクを打つ。
障害者スポーツに関する研究
8
　写真 15 は、０～５（片手）の数字の内、１つを指で示し、
奇数なら左、偶数なら右へワンステップしてブロックを
する。
　写真 16 は、０～５（両手）の数字の内、２つを指で示し、
大きい方の数から、小さい方の数をたして、奇数なら左、
偶数なら右へワンステップしてブロックをする。
　写真 17 は、０～９の数字の内、２つを指で示し、そ
の数を引いて、奇数なら左、偶数なら右へワンステップ
してブロックをする。
写真 15. ブロック練習①
写真 16. ブロック練習（1）
写真 17. ブロック練習（2）
写真 18. 相手を見る
写真 19. 相手からの攻撃レシーブシフト（センター攻撃）

桑　原　信　治
　写真 18 は、相手の攻撃のサインを見て、ブロックか
らレシーブから攻撃に繋げる切り返しの練習。
　相手チームにボールが移ると、プレーヤーはまず基本
の守りの位置に構える。次ぎに相手のトスと攻撃位置に
対してフォーメーションを組むことになる。写真 19 は、
センター（真ん中）からのフェインレシーブからトスを
上げスパイカーにつなぐ、チームの連携である。
６. まとめ
　本稿では、聴覚障害者バレーボール競技の指導法につ
いて、岐阜県選抜チームを対象に指導をした。聴覚障が
い者の練習状況や指導者との関係、コミュニケーション
方法、ボールを見てサインプレー、大会の結果を以下に
示すような事柄について明らかにすることができた。
（１）聴覚に障がいをもっている（身体障害者手帳保持者）
ことが条件となる。バレーボールのルールなどは健聴者
と同基準で行われる。聴覚障がい者がバレーボールを行
う中で、一番のポイントは６人のコミュニケーションを
どうとるかである。聴覚障がい者は、コミュニケーショ
ンを手話や口話法用いて行うが、練習や試合では仲間の
声が聞きとれなく、一つのボールをみんなが夢中で追い
かけることでぶつかったり、見合ったりというプレーが
随所に見受けられる。
　また、スパイクのサインにおいては、セッターとのコ
ミュニケーションが必要となるが、決まったポジジョン
においては、問題なくこなすことができるが、試合中長
いラリーの中でポジション変化が起こったりすると、コ
ンビミスなどを起こる場合もある。そこをクリアするこ
とは難しく仕方のないプレーと捉える必要がある。
　課題としては、相手のプレーを予測して伝え合うこと
ができないため、ラリー中のことである。例えば、健聴
者であると試合のラリー中に、相手のプレーに対して６
人の中で誰か一人が気付いたプレーを声に出して仲間に
伝えることができるが、聴覚障がい者はそれができにく
い。そのための練習も確立されていないことであり、今
後、考えて行く必要がある。
（２）平成 23 年度全国障害者スポーツ大会山口大会は
全国大会初参加ということで、相手に胸を借り、平成
24 年度の岐阜大会に繋げるという意味合いで、試合に
臨みレギュラ―の平均身長が低いため、サーブレシーブ
やチャンスボールからのコンビバレーに活路を見出だそ
うと練習に取り組んだ。試合は、精神的にも安定して試
合が行うことができ、初優勝という結果であった。
　平成 24 年度岐阜大会では、チームの戦略としては、
昨年同様コンビバレーを多用することを目指し、試合に
臨んだが、サーブレシーブが多き乱れ、修正することが
できずに、レフト中心の単調な攻撃となり、相手（兵庫
県）のエースは聴覚障がい日本代表のメンバーで、レフ
ト対決になると分が悪く、レフトの決定力の差がそのま
ま試合結果として表れ初戦敗退という結果であった。（１
回戦対戦した兵庫県が優勝した）
（３）指導者は聴覚障害者の障害の程度を理解し、競技
面のサポートだけでなく練習の環境づくりも気を配って
いく必要がある。障がいがあることによって消極的な行
動をさせない配慮も必要である。
７．課題
　今回、聴覚障がい者のバレーボール指導をして、一番
感じたことは指導者の持つ専門的な知識を聴覚障がい者
に分かりやすく伝える方法は、コミュニケーション方法
は手話、口話、発語、筆談の方法があるが、やはり手話
を指導者が覚え、伝えたいことを身振りで表現し伝達す
る方法を身につけることが必要と感じた。
　また、技術の課題として、今回ボールに集中し見る（相
手、ボール）ことの「状況判断でき、それに対して反射
的に動ける、反復練習の必要性、プレーではコンビバ
レーを中心に組み立てる上でサインプレー、またサーブ
レシーブの返球率を高める及びサーブの効果を高める練
習時間の必要性を感じた。今後、障がい者の指導するに
おいて、これらの点の注意して行きたい。
　また、デフリンピックを知らない人が多い。もっと多
くの方に知ってもらい、理解してもらうことが必要であ
る。そのためには、日本でデフリンピック、またはデフ
バレーの世界選手権大会の開催出できれば広く国民に普
及することができると感じる。将来的な競技環境の整備、
競技レベルの向上、そして優秀な選手をデフバレーにつ
ながる基礎となることを期待したい。
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